
近
畿
地
方
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
四
十
四
回
） 

「
旧
都
・
平
城
京
」 

聖
武
天
皇
天
平
十
二
年
（
７
４
０
）
奈
良
・
平
城

へ
い
じ
ょ
う

京
き
ょ
う

か
ら
山 や

ま

城 し
ろ

国
の
く
に

（
現

在
の
京
都
府
南
東
部
の
旧
国
名
）
の
南
の
恭 く

仁 に

京
き
ょ
う

に
遷
都

せ

ん

と

し
た
後
に

奈
良
の
都
が
荒
廃

こ
う
は
い

し
て
い
く
の
を
見
て
嘆
き
悲
し
む
歌
。（
２
首
） 

１
） 

立
ち
か
は
り 
古 ふ

る

き
都
と 

な
り
ぬ
れ
ば 

 

道
の
芝
草

し
ば
く
さ

長
く
生 お

ひ
に
け
り 

 
 

作 

者 

田
辺
福
麻
呂
歌
集 

 

巻
６―
１
０
４
８ 

（
解
説
）
都
が
移
っ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
立
派
だ
っ
た
奈
良
の

都
も
、
古
い
都
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
道
端
の
芝
草
（
し
ば
く

さ
）
が
長
く
伸
び
生
い
茂
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 

 

２
）な
つ
き
に
し
、
奈
良
の
都
の 

荒
れ
ゆ
け
ば
、

出 い

で
立
つ
ご
と
に
、
嘆
き
し
益 ま

さ

さ
る
。 

 
 

 
 

作 

者 

田
辺
福
麻
呂
歌
集 

 

巻
６―

１
０
４
９ 

 



 
（
解
説
） 

す
っ
か
り
慣
れ
親
し
ん
だ
奈
良
の
都
が
荒
れ
て
ゆ
く
の
で
、
外
に
出
て

見
る
た
び
に
、
嘆
き
が
ま
し
て
い
く
。 

〇

和
銅
三
年
（
７
１
０
）
の
三
月
に
、
藤
原
京
か
ら
平
城
京
に

都
が
遷
り
、
さ
ら
に
平
城
京
か
ら
長
岡
京
へ
都
が
遷
る
延
暦
三

年
（
７
８
４
）
の
十
一
月
ま
で
の
間
、
古
代
日
本
の
首
都
は
寧

楽
（
な
ら
＝
奈
良
）
に
存
在
し
た
が
、
天
平
十
二
年
（
７
４
０
）

の
十
二
月
か
ら
天
平
十
七
年
（
７
４
５
）
の
五
月
ま
で
の
間
は

恭
仁
京
（
現
在
の
京
都
府
木
津
川
市
加
茂
町
）
難
波
宮

な
に
わ
の
み
や

、
紫 し

香 が

楽

宮

ら
き
の
の
み
や

な
ど
に
都
が
遷
っ
た
。 

〇
前
記
の
歌
二
首
は
天
平
１
２
年
（
７
４
０
）
恭
仁
京
（
く 

に
き
ょ
う
）
遷
都
で
荒
れ
果
て
て
し
ま
っ
た
平
城
京
を
懐
か 

し
ん
で
う
た
っ
た
歌
で
あ
る
。 

(

参
考
文
献) 

 
 
 
 

日
本
古
典
文
学
大
系
「
萬
葉
集
」
千
田
稔
著
「
平
城
京
の
風
景
」
等 

    



 
（

写
生
地
）
平
城
京
第
二
次
大
極
殿
跡
横
地
か
ら
雑
草
が
生
え
荒
地
と

な
っ
た
平
城
京
址
を
描
く
。
手
前
に
回
廊
礎
石
、
右
端
に
復
元
し
た
朱

雀
門
、
ま
た
、
背
景
に
奈
良
県
御
所
市
と
大
阪
府
南
河
内
郡
千
早
村
と

の
境
界
に
そ
び
え
る
葛
城
山
（
標
高
９
５
９
メ
ー
ト
ル
）
を
描
く
。 

（
池
田
杏
花
） 

 

 

。 

 


